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オガクズナメコ栽培の
コストダウン技術に関する調査・試験

小出博志

一ノ瀬幸久

篠原弥寿夫

要旨

オカ'クズナメコ語表情におけるコストダウン要素を把握するため，県下栽信者の実態調査並びIL

新たえよ発想を含む開発試験を昭和58年度から60年度κ実施した。乙の結果の慨要は次のとおりで

ある。

1 )各栽宿舎の発生温度は12.5.......17'(;に設定されていたが，施設の構造lζより温度分布，日変温

量に差が生じていた。また，舎内の照度は 0.4.......1. 130ルックスという大きな聞きがみられ

fこ。

2 )栽倍全体l乙要する労働量は 281....... 955人・時間(1万本当り)という聞きが認められたが，

いずれの栽信者でも子実体の収穫，調整，包装といった工程で多くの労働量を要していた。

3 )周年裁第では，層地は750.......800 cc.ビンや620.......710 gの袋が利用されており，これらの倍

養は20・Cで75日程度が多く，年回転率は3回転が鰻高であった。

4 )栽倍キノコ類の菌糸伸長に及iます炭酸ガ「ス，酸素ガス濃度そ調べた結果，かなり苛酷な条件

下でも菌糸伸長量は低下しなかった。また，ナメコの子実体が奇形とえよるガス条件も把握し

fこ。

5 )ナメコ菌糸の伸長量とオカ'クズ粒子の関係では直径 O.5 ....... 1. 0 I¥IDのものが厳も伸びが良かっ

fこ。栄養材ではトウモロコシヌカ>コメヌカ〉フスマの順κ伸びていたが，いずれも配合量を

増すと遅れた。消石灰では添加量が唱すにつれて伸びは遅れ5%添加では発菌しなかった。

6 )ナメコ子実体の発生量とオガクス.粒子の関係て・は，ビン栽絡の場合細かい万が良く発生した。

栄養材ではトウモロコシヌカ〉フスマ〉コメヌカの頓に発生量は多く，乙れらに消石灰を添加

するとフスマで特に向上する状態が認めれた。

7 ) 完熟したナメコ菌床を発生させる際の原基形成促進物質を検討したと乙ろ，殺菌水，湿化

カルシウム水容厳，土簸抽出液で早まった。しかし，有償物系の水溶液では逆に抑制されてい

Tこ。

8)ナメコ子実体の発生時の温度，照度条件を調べた結果，極早生，中生，晩生種とも発芽温度は

12.......17(18)・C，照度は 0.2.......0.4ルッススが鰻も効果的であった。また，子実体の形簡は10

.......15・C，0.2.......数ルックス程度のものが優れていた。

1. はじめに

我が国の食用きのこの生産量は最近の自然食品ブームと相まって著しく伸長しており，ナメコに

ついても全国生産量は乙の10年間で約1.8培i乙増え昭和ω年生産量で19.793トンに達している。
しかしながら生産量の増大K反して価格は昭和52年をピークに下降傾向となっており，加えて施

設費，管理費，資材費等は高臆して経営内容は大変厳しい状況となっている。乙のため，コストダ

ウンiζ結びって技術の確立に資するべく，優れた栽培者等についてのコストダウン技術実態調査及

び新たな発想を含む新技術の開発試験を昭和58年度から60年度の 3年間実施した。

乙の調査・試験は国庫助成課題「食用きのこ栽培のコストダウン技術に関する調査」として， シ
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イタケ，ナメコ，ヒラタケ，マツタケ等を対象に37府県が参加して実施したが，乙の中で本県はオ

ヵークズナメコ栽培を取り上げて検討した。

なお，実態調査に際しては多くの栽培者の皆僚並びに関係地方事務所の方々にζ協力を頂いたが，

乙乙lζ厚くお礼申し上げる。

2. 調査・賦験の方法

実施した調査，試験項目は次のとおりである。

(1) コストダウン技術実態調査

ア ナメコ冬期発生施設の熱管理の実態

イ 栽培所要労働量の実態

ウ 周年栽培の組立て方等の実態

(2) 新技術開発試験

ア 培養促進方法の検討

グ7菌糸伸長に及ぼす炭ガス濃度の影響

付) 菌糸伸長i乙及ぼす培地組成の影響

り) 子実体発生量i乙及ぼす培地組成の影響

イ 原基形成促進方法の検討

的原基形成促進物質の検討

げ) 原基形成時における温度，照度の影響

り) 子実体形状に及ぼす温度，照度の影響

なお，項目が多岐にわたったため，以下項目ごとに方法，結果，考察をとりまとめる乙ととす

る。

3. 結果及び考察

(1)ーア ナメコ冬期発生施設の熱管理の実態 地域や栽培型により多様化した施設の中で，冬期

発生施設の一部について，構造，暖房方式，発生処理方法，施設内の温度分布や子実体形成状況を

調査して，コストダウン技術に結びっく資料の収集をはかった。温度測定にはデジタル式表面温度

計，照度測定Kはデジタル式照度計を用いたほか，日変温量は7日巻自記温度計で7日間測定した。

調査箇所及び結果の概要は表一 lのとおりである。発生温度については12.5-17.C程度に設定さ

れていたが，施設内の温度分布をみると施設の構造や熱管理方式を問わず水平方向では差が小さい

ものの垂直方向では大きくて 1.6-4. 1 .Cの差があった。

ナメコの原基形成では，品種や培地の熟度が関与して端的に発生処理時の環境条件のみで調節し

にくいが，調査箇所では概して棚上部の温度の高めの所で原基形成は良好であった。

また，ナメコは変温結実性のキノコとして知られるが，日変温量は施設によって差があり，パイ

プハウスでは大きく，重装備の空調施設では小さかった。

菌床面の照度分布では， 0.4 -1， 130ル y クスの幅がみられたが，棚下の最も暗い部分におても

正常な子実体形成が認められた。

これらの調査資料をもとにして，発生時の効果的な温度，照度条件を後述(2)ーイ ー(イ) ，(，効の試

験において検討した。

(1)ーイ 栽培所要労働量の実態 ナメコ周年栽培における省力的要素を把握するため，栽培容器，

収穫方式，等の異なる 5戸について栽培工程別の所要労働量を聞き取り調査した。乙の結果は表-

2のとおりであるが，各々を比較するため栽培量 l万本当りに換算するとともに生産物収量も標準

q
J
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表一 l ナメコ冬期発生施設の熱管理実態調査結果

J益事 駒ケ般市赤t! 駒ケ線市赤穫 上水内郡小川村 小県郡長門町 塩民市宗賀

559. 1.中旬 " 1.中旬 1.中旬 1 .下旬 " 2 .上旬

裁 tg型. 容器
仰制緩t告 仰制裁tき 短期裁t~ 周年絵tき 周年銭活

1.5∞ CCピン 1.5∞ CCピン 750 g袋 7回.8∞ CCピン ピン.袋

発生舎の織式
パイプハウス パイプハウス 事E量鉄骨ユニット 事UI鉄骨劉 経量鉄骨型

媛房用 暖房周 式.暖房用 冷暖房用 冷暖房周

発生会(室〉の
間口.奥行.高さ ( 1室) ( 1室) ( 1室)

5.4. 12.6. 2.7 m 5.4. 9.0. 3.5 m 4.3. 5.3. 2.3 m 5.8. 7.6. 2.9 m 2.7. 3.6. 2.7 m 
大 き さ

約5.0∞本収容 約3.5∞本収容 3.∞0袋収容 約 10.0∞本収容 約1.5∞本収容

0.1_ビニール2重0.1田ビニール2重 30皿断然仮 50皿断剣仮 50圃断絶仮

2圃断勇名シート 2・断然シート アルミ liく張 20圃断然仮 アスフ TJレトフェ

壁.天井 ベニヤ仮
Jレト

-$ビニールシート
ベニヤ仮

断~ アルミはく張 アルミはく張

情造 (外壁トタン張) (プロッ久モルタル}

コンクリート 3届 コンクリート 2届

床 土問 土間 コンクリート
25皿断然仮

50田断然仮
0.03田ビニール

シート アスフ yJレト7 ット

暖 房 方 式
オンドル式(古タ 温床線 循環式温水 温水のたれ流し 温床練
イヤ.オガクズ.

4KW パイプ廃材) 2KW 

棚の栂造
水平槻21CII間 水平繍28咽間 傾斜倒的cm 水平棚45咽 水平棚40c田

発生 隔 7段 隔. 7段 間隔 4段 間隔. 6段 間隔 6段

方式 通湿オガクズ
重度管理

lζ埋込
同左 表面散水.iS.気 加湿機. ~ま気 加湿縄

発生舎 垂直分布
HI80 CIIー 17.3.C~2∞咽一 16 .8.C ~180 畑一 12 . 7.C1H290畑一 16.8"c 1H260叩一 15.8.C
100叩ー 14.9 1∞ CDlー 14.8 100c国一 12.1 100咽ー 14.2 100咽ー 14.3

(室)内 (平均値) 20岨ー 13.2 20 C国一 13.0 20 c四一 11.1 20 c国一 12.6 20畑一 14.0

の温度 水平分布 東側-15.9 "c 南側一 14.8.C 南側ー 12.2.C 南側一 15.0・c 東側一 14.7
分布 (平均値)

中間一 15.0 中間一 15.0 中間一 12.0 北側一 14.8 西側一 14.8
西側一 14.6 北側一 14.8 北側一 11.7

HI60咽ー 10.1"c H21∞ 00畑一 15.3.Cド180cmー 11.4.CH240c由一 16.1"c ~180 岨 13.4 "c 
借地温度(平均値) l∞咽-9.3 幅一 13.4 00 c国一 11.0 同団ー 15.6 100司 13.4 

40恒一 9.4 20四一 13.6 20幅一 10.9 2001-12.9 20岨 13.6 

臼 変 温 量 7.3 "c 4.75 "c 3.9 "c 2.93 "c 1.07 "c 
( 1週間の平均値) 2.5-11.5 1.5-7.0 3.5-4.0 0.5-7.5 0.5-2.0 

舎(室)内照度 21-2101ux 13-2831ux 5.5-15.71ux 0.4-1451ux 4.0-1.130 lux 
(測定時の屋外照度) ( 5.8∞}  ( 4.瓜)0) ( 3.3∞}  ( 2.2∞)  ( 3.2∞)  

調査時オンドル 温度制御17"C註定 12.5.C設 " 17"C設定 '" 14"C設定摘 要
加温fi， し (H 1.3 m) 定 (H1.3 m) (H 1.9 m) (H 1.2 m) 
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表-2 ナメコ周年栽培における労働量実態調査結果(1万本当)昭和60年調べ

正吉¥---22竺 2 3 4 5 

地 域 下水内 北佐久 北佐久 下高井 下高井

経 栽 培 円合・3 器 800 c.c.ビン 800 c.c.ビン 800 c.c.ビン 650 g袋 650 g袋
営 所 有 本 数 75千本 70千本 70千本 28千本 11千本
の
回 転 数 2.8回 2. 5回 2. 8回 2.8回 3.0回

概

要 労働従事 者 家3，雇2人 家2，雇 2人 家2，雇4人 家4人 家 3人

栽 培 期 間 65 + 40日 75十 60日 70 + 60日 75 + 45日 70 + 60日
諸 準 備 2.9時間 7.5時間 7.5時間 一時間 一時間

2 培養基調製 4. 4 5.0 2. 5 2.3 8.0 

3 容器詰，施栓 17.6 15.0 12. 5 62.5 92. 3 
労 4 殺菌，冷却 2.9 2.5 2.5 13.9 8.0 

働
5 接 種 14. 7 7.5 11.3 23. 1 30.8 

6 培養官理 2.8 2. 2 10.0 13. 3 15.4 

量
7 発生処理 4.4 (18.0) 18. 0 44.6 65.5 

8 発生管理 2. 7 (15.0) 15.0 22.8 81. 8 

の 9 収 穫 43. 7 163.8 185.0 117.9 159.6 

10 調整，・包装 163. 7 98.3 45.6 312.0 

実 11 出 荷 6. 7 30.0 10.0 15.0 20.0 

12 廃床処理 8. 3 5.0 16.0 
態 13 消 毒 0.0 0.0 

14 そ の 他 6. 0 9. 3 21. 3 161. 3 

i口斗 Z十 280.8 336.8 
345.2 336. 7 955.2 (33.0) 

収 穫 方 法 株取り 足切り 足切り 株取り 株取り

摘 足切りは 足切りは 足切りの3分
別に雇用 別に雇用 の lは別雇用

要 包 装 方 法 自 家 自 家 自 家 共同施設 共同施設

生産物収量1，310 k.r; ( )推定値

表-3 ナメコ生産費の内訳(1万本・ l回転当り)

項 目 比 率 摘 要

種 菌 費 7.1 % (設定条件)
培 養 基 費 8. 9 周年栽培， 800 c.c.ピン 7万本規模

光 執 7.1< 道 費 10. 0 年 2.7回転，年間18万 9千本稼動

薬 剤 費 1. 1 作業所85m2，栽培舎 347m2 

器 具 費 O. 1 冷暖房施設，栽培機器一式設置

修 繕 費 0.3 借入金24，410千円，金利5%

償却費(施設) 5.8 栽培期間 120日ビン当り収量
〆〆 (機械) 10.2 135 g (乙の内ロスピン率3%)

借 入 金 手リ 息 6. 7 労働量延400時間

労 働 費 23. 2 単価 1日8時間として4.500円

流 通 経 費 26.6 (引用資料)

昭和61年度長野県きの乙基本計画
A 計 100 経嘗指標(ナメコ)から。Eヨ
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値を用いて試算した。

培地作成に要する時間では，ビンは袋の 3分の l程度で行え12連式の自動ビン話機などが導入さ

れていて能率的に処理されていた。栽培工程別の時間数では，子実体の収穫から調整，包装に係わ

る工程が最も時聞を要しており，調査例では全体の39-82%，平均65%令占めていてこの工程に雇

用労働を利用する栽培者が多かった。ナメコ栽培での省力化のポイントも ζの部分とみられ，収穫

は時間のかからない株取り，足切り調整は雇用労働，計量~包装は共同利用施設といった流れで省

力化を行L、個々の栽培者の規模拡大が進んだ産地(下高井)が認められたり，自家包装でも自動計

量機，自動包装機を導入して能率化している栽培者が認められた。

なお，今回の調査では経営記録の不備から，乙れら施設や機械化，雇用労働がコストにどの程度

反映するのかまでは検討できなかった。

表-4 県下におけるナメコ周年栽培の実態(東北信地鼠の一部を抽出)昭和59年11月調べ

エ: l容器 使用栄養材と混合割合 年回転

使用容器 当たりの 含水率 K(コメヌカ).F (フスマ). 数 と 培養温度 培養日数

培地重量 C(コーンプラン).消石灰 生産量

g % 
2.5回

下高井 1
800 c.c 

550 65.....70 K+F :1O:1(容) 加℃ 70日
広口ピン 40 t 

11 2 〆〆 580 70 C :9:111 2.0回 18.....加 65..... 70 20 t 

〆〆 3 ノ/ 570 白 K + F + C : 10 : 2 11 
2.5回 18.....20 75 20t 

κγ 4 〆〆 570 62 K :10: 1 11 3.0回 15→ 20 ω 50 t 

長 野 1 〆〆 570 65 K(589/本) : 10: 2 11 
3.0回 20.....25 90 5 t 

〆'1 2 11 550 65 K ( 11)  : 10 : 2 11 3.0回 25 60.....70 12 t 

埴科 1 〆〆 530 65 K(259/本)+C(59/本): 10: 1 11 
3.0回 18→ 20 75 
25 t 

〆〆 2 〆〆 560 65 
K(309/本)+C (89/本)+~10:2 11 2.5回 18→ 22 75 
FC129/本) 加 t

H 3 H 580 65 K(219/本)+F<I89/本)!10: 1.511 
3.0回 18→ 24 75 
15 t 

上小 1 〆〆 570 64 
K(209/本)+C(59/本)， ~ 10・111 3.0回 18→ 20 70 
消 19/本 18 t 

下高井 5
750 c.c 

520 60 K 9: 1 11 3.0回 18.....初 75 
切出しビン 12 t 

上 〆〆 P 64 K(409/本)+C(109/本):10:2 11 
3.0田

18→ 20 70 18 t 

下高井6 袋 650.....700 65.....70 K : 10:2 11 1.5回 13 卯 .....10020 t 

F〆 7 〆〆 650 ω K : 10: 1 11 3.0回
11 .....14 

印.....70 
18 t → 18 .....20 

〆/ 8 〆r 620 ω K : 10: 1 11 3.0回 15→ 22 65 .....70 5 t 

長 野 3 11 710 65 K(749/袋) : 10: 1.311 陣養のみ 20.....25 切
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長野県林指研究報告第2号 (1987 ) 

次Ie，生産コスト i乙占める労働量の割合を本県の標準モデルから算出した結果は表-3のとおり

で23.2%であった。

(1)ーウ 周年栽培の組立て方等の実態 最近，本県のナメコの周年栽培は大幅に増加し全生産量

の過半数に達しているものと推定志れるが，まだ歴史が浅いために産地により組立て万i乙聞きがみ

られている。乙のため栽培のポイントである培地及び培養条件について，長野，埴科，下高井，上

小地方事務所の林業改良普及員の方々に聞き取り調査を実掘願うとともに，使用オガ.クズの収集も

行って樹種，粒子を検討した。

乙の結果は表一 4. 5のとおりである。周年栽培用の容器としては 750-800 ccピン，或いは

620 -710 g程度の小型のものが使われているが，小型の培地では培養期聞が短縮化されることと

培地当りの子実体発生効率の高い点が知られている。含水率は60-70%の範囲で65%程度(湿量基

準)が最も多L、。栄養材としてはコメヌカの使用が主流であるが，コメヌカよりも増収効果の認め

られているフスマ， トウモロコ シヌカ(コー ンプラ ン)の利用も順々に認められた。混合割合につ

いては，量を増すと培養に時間のかかる点が知られているが，実態でも 10:1程度(容積比)が主

で多くても 10: 2までであった。

表-5 長野県下，ナメコ用オガ.グズの組成

ぷi
オヵークズ粒 子 の構成(%) 針葉樹混合割合(モイレ反応

3.36 --以上 3.36........2.0012.00........1.0011.∞........ 0.50 10.50 --以下 3.36........ 2.00 11.00-0.50--

上小 2.9 5. 0 10. 0 25. 1 57.0 →-
〆〆 2 10.7 7.3 7. 6 32. 9 41. 5 寸十 判十

下高井 3. 7 8. 3 30. 4 31. 8 25.8 →← →一
〆〆 2 11. 6 8.6 11. 3 23. 9 44.6 +十 ート

〆〆 3 5.8 8. 5 31. 1 28. 7 25.9 

〆.， 4 1.8 4.2 24.9 37. 7 31. 4 →-
〆/ 5 3.6 6. 0 30. 8 33. 0 26.6 →-
〆〆 6 18.3 12.6 14.9 10. 1 44. 1 →-
〆〆 7 22.7 17.9 14.6 26. 1 18.7 寸一

" 8 24. 5 19.8 11. 9 20. 7 23. 1 →-
〆/ 9 22.3 20.3 15.2 25.8 16.4 十一 →-
〆.， 10 23. 4 15.4 15.0 20. 6 25.6 一← →← 
長 野 26. 5 13. 7 12.9 11.5 35. 4 寸-

" 2 3. 8 5. 2 7. 7 30. 6 52. 7 ート

ぷγ 3 16. 3 9.8 16. 8 26. 4 30. 7 寸十 →← 

" 4 10.6 9. 7 14.2 32. 9 32. 6 + →-
〆〆 5 19.7 9. 0 19.8 40.8 10.7 + 寸一
〆.， 6 1.6 7. 1 14.7 24. 9 51. 7 

平 均 12.8 10.5 16.9 26.9 32. 9 ( +) (+) 

注)粒子の構成:風乾状態の重量比

針葉樹混合割合+ →← 俳

o % . 1........ 2 %， 5 % . 10% 

-87 -



長野県林指研究報告第2号(1987 ) 

次l乙周年栽培では培養期間の短縮化が大きな課題となっているが，培養が不足すると発生段階で

原基形成が遅れたり，収量不良i乙陥りやすい。実態では20.C程度で75日聞が多いが，倍地の大きい

ものでは期聞を伸ばす配慮がされている。培養温度では，、20'C前後の定温のほかに，菌糸が伸長す

る段階では発熱を伴う点を考慮し乙の段階はやや温度を下げ蔓延後は温度を上げて熟成をはかる管

理も多く認められた。中には当初から菌糸伸長最適温度の25・CIL.設定する場合もみられるが，乙れ

では害菌の影響が大きくなる点が懸念された。

栽培 lサイクルに要する期聞をみると，培養75日，収穫は 2番までで40日，合計 115日程度と推

定されたが，年回転数の実態も最高3回転でほぼ乙の体系にそったものと考えられた。

ナメコ栽培iζ利用されているオヵークズ樹種は， 99%広葉樹と認められ，粒子は細かいものを主に

使っているものもあるが，チップかすなどを混ぜて粗いものから細かいものまで均等化して使う場

合もみられた。

培地組成と菌糸伸長，子実体発生量の関係については後述(2)ーアーげ)，切において検討した。

(2)ーア-(7)，菌糸伸長に及ぼす炭酸ガス濃度の影響 培養容器内のガス条件と菌糸伸長との関係

を調べるため，栽培キノコ 6種10系統，カピ12種を用いて検討した。試験は直径9四のPDA平板

培地の中心に，閉じPDA培地で予備培養した供試菌を 5x 5..角程度 l点を接種し，平板10-12
枚を直径21団のガ、ラス製デシケーター内lζ収容して，デシケーター内のガス条件を調節した。供試数

は l条件1(.1点である。培養は20.Cでキノコ類は 7日，カピ数は4日で4方向の伸びを測定して平均

した。カeス条件については設定時と培養後iζ北川式カ。ス検知器を用い，ポンプで内部の空気をよく

撹枠した後IL.100 .tのサンプルをとり測定した。

まず，高圧の炭酸ガスを注入したのみで濃度を調節した結果は図一 1，2のとおりである。栽培

キノコ類では炭酸ガス濃度12%(培養後)でも菌糸伸長は低下せず，やや増加するものもみられた。

カピ類ではMucorとCladobotryumが捜度とともに低下したが，他では 9% (培養後)までほとん

ど影響がなかった。

次iζデシケーター内でローソクをともし酸素を消費するとともに炭酸ガスを注入した場合の結果

は図-3のとおりで，炭酸ガス 4%，酸素カ'ス14%(培養後)の条件下で栽培キノコ類の菌糸伸長

表-6 発生時のガス条件と子実体の形状(ガス測定:北111式カ'ス検知器使用)

J〉ぞ竺
O2 ， C O2ガス濃度 子実体 備 考

前 処 理 子実体形成時 の形成
原基形成

発芽量 その他
所要日数

=角フラスコ内，栓密封 1. 無
一%
正常 14 →-

使用情地
CO2 2. 7 は薗かき

〆〆 2. 
無。

〆〆 〆〆 16 寸-
C02 5.0 

〆/ 3. 〆〆 〆〆 20 →-C02 6.0 

〆〆 4. 〆〆 〆〆 14 →-C02 7.5 

デシケーター内， C02注入 l (02160% 奇形 27.0 →← 
直径21ClII 

C O2 1. 0 C02 17.5 のデシケ

〆ノ 2. 〆〆 29. 7 →-
ーター内

C02 4.5 C02 18.0 に培地4
個収容。

ノノ 3. 29. 7 〆ノ →- 菌かき有。O2 10.0 C02 16.0 

注)発芽量区分表-91L.同じ。供試培地はブナ.コメヌカ培地で20.C77日培養のもの。
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がやや低下する状況が認められた。

さらに酸素濃度を下げるためローソク培養と窒素ガスの注入を行った場合の結果が図-4である

が，乙れでは炭酸ガス 0.5%.酸素ガ.ス10.5%(培養後)という条件下でやや伸びが下がった。

今回の一連の試験の中では，菌糸伸長とガス条件の関係について明確な傾向を把握することはで

きなかったが，キノコ類の菌糸はかなり苛酷なカス条件下でも伸長できる点がうかがわれた。

乙れまでのナメコ栽培試験の結果からは，通気性のよい容器では倍養が進み子実体収量も向上す

る点が認められているが，乙の立証は今後の課題として残された。

また，密封された容器内でナメコの子実体が形成されると傘が禾発達で柄が長太い奇形になる場

合があるが，乙の際のカ。ス条件について同じくデシケーターを用いて試験した。乙の結果は表-6

のとおりで，酸素カ♂ス10%.炭酸ガ.ス16%(子実体形成時)の組合せのほか2つの条件下で前述、の

奇形が再現された。

(2)ーアー付) 菌糸伸長l乙及ぼす培地組成の影響 培養促進に結びっく培地組成を開発するため，

オガ‘クズ樹種と粒子，栄養材の種類と配合量，消石灰添加濃度，オガクズ代替材料について検討し

fこ。

供試培地は30--試験管lζアルミはく 2重栓を用い，倍地重量50-60gを12cm程度に一定に圧縮し

て調製した。花岡岩砂， 土壌混用陪地では比重が重いため重量i乙よらず厚さと圧力を他の培地i乙合

わせて調製した。殺菌は 120.Cで40分間行った。供試菌株はナメコ極早生種(森13号)を用いた。

培養は20.Cで 1週間予備培養し，菌糸が伸び出してから10日間の伸長量を測定した。供試本数は各

3本である。

この結果は表-7のとおりである。培地母材ではブナが最も良く伸びていたが，カラマツ，花岡

岩砂，土壇混用の培地でもほぼ同程度比伸びていた。粒子については 5つの材料を総合してみる

と0.5-1 •• (メ yシュ 16-32 )のものが最適とみられた。栄養材では，フスマ〉コメヌカ〉コー

ンプランの11闘に伸びていたが，乙れは栄養材粒子の粗い順序とも一致していた。栄養材の配合量で

は量を増すと伸びは低下した。消石灰添加は階地pH??引上げる作用をしていたが，培地重量の 5%

添加区ではいずれもナメコ菌は発菌しなかった。コメヌカでは消石灰濃度とともに伸びは低下した

が，フスマ，コーンプランでは 0.3%添加区で伸びが良くなっていた。

(2)ーアー肋子実体発生量K及ぼす階地組成の影響 前項の試験結果をふまえ，オガ.クズ粒子，

栄養材と消石灰添加の関係について. 750 ccビンを用いて常法の短期栽熔試験を行った。

オガクズ粒子の検討では，粒子を 4段階に分けるとともに乙の 4種類を均等に混合したものの5

種類について試験した。栄養材ではコメヌカ，フスマ及びトウモロコシヌカ系のコーンプラン，ス

ーパープランの4種類を用い，乙れに消石灰を串地重量の O.3. o. 6. 1. O. 2. 0 %添加して試験
した。

乙の試験の概要及び結果は表-8のとおりである。

粒子の関係では 0.5..以下の細かいものが発生量は良好で粗くなるにつれて下がる傾向がみられ，

4種類混合は最も劣った。箱栽培では1.65 -1. 0 ..の粒子が適するという報告(サクラ，神奈川県

林試)がある乙とや今回の実態調査の中でも粒子を粗めK調整する栽倍者が多いという点を考える

と，乙の結果と矛盾する部分もありさらに追試を行う必要性が認められた。

栄養材については，大型プロジェクト研究「未利用樹種によるナメコの培地組成法の開発 J3) • 

4)において，広葉樹K対しでもフスマ， トウモロコシヌカに消石灰0.4%を添加する乙とで大幅lζ

増収する点が報告されているが，今回の試験でもコメヌカに比較してフスマ，コーンプラン，スー

nU
 

Q
d
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培 地 組 成
殺菌後菌 糸

オカヲズ樟揮， 消石 含水
借地

栄養材 pHIf 申長量
その他 灰 率

% % 膚寓

ブナ0.5"以下 コメヌカ 70 6.4 50 10(容 1<容)

1/ 0.5........1" 
11 70 6. 2 50 10 

1/ 1........2 " 〆〆 68 5. 1 47 10 
1/ 2........3.4" 〆〆 65 5. 9 39 10 
ミスナフ0.5"コメヌカ l 67 5.5 34 以下10
1/ 1........2 " 〆'1 67 5. 2 37 10 
11 1........2 " 1/ 65 5.0 36 10 
カラマツ0.5"

コメヌカ l 66 5. 5 48 以下10
11 0.5........1" 

// 70 5. 5 49 10 
1/ 1........2 " λy 69 5.5 41 10 
下ヒノキO.伊冒以 コメヌカ l 72 5.9 31 

11 0.5........1" 〆〆 73 5. 9 29 10 
/1 1........2 " 〆〆 73 5. 9 28 10 
花尚岩砂0.5

コメヌカ l 25 6.5 16 
"以下 10 
/1 0.5........1" 

λγ 13 6.3 51 10 
11 1........2" 

11 17 6. 2 47 10 
// 2........3.4" 

H 11 6.2 43 10 
"3.4........5.6" /1 9 6.4 43 10 

ブナ(混)10 コメヌカ 1 68 5.8 51 

/，〆 10 H 0.3 67 6.9 49 

11 10 // 1.0 67 7.2 36 

〆'/ 10 〆〆 5.0 66 8. 5 。
ブ ナ 10 コメヌカ2 67 6.3 41 

1/ 10 ノ〆 2 0.3 66 6. 7 37 

λY 10 ノノ 2 1.0 66 7.4 30 

〆〆 10 〆〆 2 5.0 64 10. 4 。
コン

68 5.2 45 ブ ナ 10 プランl

1/ 10 〆〆 0.3 66 6. 1 49 

各種培地iζおけるナメコ菌糸の伸長量測定結果

(30"試験管.20.C・10日間)

地組成

表-7

量長

菌

伸
後

日

菌
地

P

殺

培水
率
含

糸培

消石
灰

栄養材村ヲズ樹種.
その他

" 35 
% 
66 

% 
1.0 

O 

-91 -

43 

51 

43 

53 

60 

O 

58 

33 

37 

35 

44 

36 

O 

O 

54 

56 

54 

ω 

O 

53 

36 

O 

49 

50 

51 

6.9 

6. 2 

5.8 

10.6 

5.0 

6.8 

6.6 

6. 9 

12.0 

6.0 

7.3 

7.4 

5.8 

6.5 

6. 7 

6.9 

5.4 

10.4 

6. 5 

6.6 

6.6 

10. 1 

7. 1 

10. 1 

6.5 

7. 1 

t
a
 
l
 

--冒

66 
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69 

69 

69 
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64 
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67 
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63 

63 

62 
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59 

50 

65 

71 
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0.3 

1.0 

5.0 

0.3 

1.0 

5.0 

5.0 
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0.3 
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パープランは大幅に収量が増加した。そして，これらの栄養材では子実体の発生経過も早期lζ集中

する傾向であり，さらに培養を短縮して使用できる可能性がうかがえた。

消石灰についてはフスマで顕著な効果が認められたが，コメヌカのo.3 %添加，スーパープラ ン
のO.3 %添加でも増加しており，添加量は O.3 %程度で十分のようで量を増しでも端的な発生量増

加には結びついていなかった。消石灰O.3 %添加の培地では， 4種の栄養材とも培地pHはナメコ

菌糸の最適熔地pH5.61ζ最も近い乙とも認められた。

栄養材と子実体の形状をみると，フスマでは発生個数が少なめで子実体は大き く重くなるのに対

し，コー ンプラン，スーパープランでは個数は多めで子実体は小さく軽くなる状態が認められてお

表-8 各種培地におけるナメコ子実体発生量調査結果

培 地 組 成 子実体発生量調査結果

区分
供試

~数消石 含7.1< 培地 殺菌後 本数オガ‘クズ 栄養材
灰 率 重量 培地対f

重量 個数

% % g 本 g 個 g 
オ C. ブナ4種混合 コメヌカ1(容) 68 471 5. 2 14 78. 2 60. 3 1. 30 カ。

0.5 1111以下 ノノ 70 523 5. 2 14 114.6 80. 9 1. 42 
ク
ス 2 o. 5""'-1 "" H 69 494 5. 2 14 103.6 75.3 1.38 

粒 3 1 ""'- 2 1111 11 69 475 5.0 14 100.0 81. 6 1. 22 
子 4 2 ""'-3. 4 "" 〆〆 68 457 4.8 10 92.0 82. 3 1. 12 

KC ブナ(混) コメヌカl(容) 69 539 4. 6 12 105.8 77. 2 1. 37 

K 1 〆〆 〆〆 O. 3 68 514 5. 2 12 114.2 96.8 1. 18 

K2 〆〆 〆〆 O. 6 67 501 6. 0 14 102.9 出.5 1. 23 

栄 K3 1，〆 〆〆 1.0 67 498 6.6 13 114.6 81. 4 1. 41 
K4 H 〆〆 2.0 68 515 6.8 13 94.2 74.8 1. 26 

養 FC 〆'1 フスマ2(容) 69 486 4.8 14 123. 6 86.6 1. 43 
F 1 〆〆 〆/ 0.3 70 523 5.4 14 160.4 103.5 1. 55 

材
F2 〆〆 〆〆 o. 6 69 511 6.0 14 166.8 103.6 1. 61 
F3 〆〆 〆〆 1.0 67 513 6.4 14 135.0 89.7 1. 50 
F4 〆〆 〆〆 2.0 68 492 6.6 14 161. 1 94. 8 1. 70 
と

CC 11 
コーンプラン

64 586 4. 8 13 215.8 H治.0 1. 14 2 (容)
CI "〆

〆〆 0.3 64 591 5. 7 13 189.2 178.6 l侃
消
C2 H 〆〆 0.6 64 607 6. 1 13 176.2 157.8 1. 12 
C3 〆〆 〆〆 1.0 63 587 6.3 12 195.4 175.8 1. 11 

石 C4 〆〆 〆〆 2.0 62 571 6. 6 14 152. 1 124.2 1. 22 

SC 〆ノ
スーパープラン

68 508 4.8 12 178.3 131. 0 1. 36 2 (容)
灰 S 1 〆〆 〆〆 o. 3 71 551 5.6 14 185.7 168. 2 1.10 
S 2 〆〆 〆〆 0.6 68 503 6. 2 14 154. 3 133. 6 1. 15 
S 3 〆〆 〆ノ 1.0 68 499 6.4 12 134.6 106.3 1. 27 
S 4 〆〆 〆〆 2.0 68 493 6.6 13 135.8 119.8 1. 13 

容器 750cc P. P.ピン 培養 :加℃で 87日間

摘要 種薗:森13号 発生量調査 14'cで60日間

殺菌 :120.Cで 1時間 発生重量 :M級足付規格生重量
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り，今後は子実体の形状などまで考慮した借地組成の開発が必要であろう。

(2)ーイーの 原基形成促進物質の検討 熟成したナメコ菌床を発生処理する際IC，原基形成を促

進させる物質があるか否かを 2固にわたり試験した。

l回目l乙検討した物質は，微量要素l乙関係する無機物4種類，害菌刺激iζ関係するものとしてカ

ビ抽出物 4種類，菌糸串養l乙よく使われる有機物 5種類，生長ホルモンの関与をみるためのキノコ

子実体抽出液3種類で，これらは各々殺菌文は除菌を行って所定の濃度の水溶液l乙稀釈した。対照

区としては無処理のものと殺菌水のみのものを設けた。処理は種菌部をとり除いた菌床を各水溶液

に16時間漫漬した後，肢を払って発生温度14.Cで36日間原基形成と子実体の成長を調査した。

試験の概要及び結果は表-9のとおりである。供試物質の申で原基形成が早まったのは塩化カルシ

ウム区のみで，他では同等か抑制されていた。特に有機物系の有機物区，カピ抽出物区，キノコ抽

出物区では追肥的に効いたようで遅れが目立った。

表-9 原基形成促進物質の検討(1)

区 分
培養 処理 原基形成 収 穫

備 考
日数 本数 平均所要日数 発芽量 平均所要日数

対照区(無処理) 77日 3本 18. 7日 + 30. 7日 (供試ナメコ薗床)
殺菌水 〆〆 〆〆 21.0 →- 28. 7 ブナオヵークズ :コメヌ

リン酸第二カリウム 0.1% 〆〆 f〆 18.7 →- 27. 7 カ=10:1. 含水率68
無
塩化マク'ネシウム 0.05% %，培地量 100V，圧縮〆〆 〆〆 20.0 →- 28. 7 

機
塩化カルシウム 0.01 % 〆〆 11 16.7 →- 27.3 容積150CC，殺菌は120

物
リン酸第二アンモニウム0.5%〆〆 〆〆 20.3 →← 26. 7 ℃で40分間。

カ クモノスカビ抽出液 1% 〆〆 /，〆 22.3 →- 29.3 容器は 300cc三角フラ

ヒ アオカビ κγ 1% 〆/ 〆〆 22. 7 + (29.7) スコ iζアルミはく 2重
抽
出 グリオクラテ、ィウムH 1% 〆〆 〆〆 24. 7 →← 33.3 栓，種菌は極早生種，
物 トリコテツレマ H 1% バγ 〆〆 21. 0 →- 26. 7 20.C定温培養。

対照区(無処理) 63 3 18.0 +ト 29.3 (供試物質の処理)

殺菌水 "〆 〆〆 22. 7 →- 28.0 無機物は殺菌水i乙溶解，

ブドウ梧 1% 〆〆 〆〆 24.6 →← 24. 7 カビ抽出物は，オガク

有 ペプトン 0.5% 〆〆 〆〆 31. 5 土 (37.5) ズ，コメヌカ培地で培

機 麦芽エキス 2% 〆〆 /，〆 34. 5 土 養後，加圧殺菌，措過。

物 パレイショ抽出液 20% 〆〆 /，〆 26.0 + 34.0 有機物も加圧殺菌，キ
コメヌカ H 4% 〆〆 〆〆 19.0 →← 30. 3 ノコ抽出物は新鮮な子

キ抽
ナメコ 〆〆 1% /，〆 f〆 28. 0 士 (36.5) 実体を粉砕し，細菌櫨

ノ出 シイタケ H 1% 〆〆 11 18.0 →- 26.0 過管により措過減菌。
コ物 ホンシメジ λY 1% 〆〆 11 29.0 土 (35.0) 

対 ナメコ極早生3品種(無処理)63 5 12.4 →← 19.4 
時 ナメコ~早生，中生，晩生(11) 〆〆 〆〆 13.0 村十 21. 0 培
養 シイタケ，ナメコ，エノキダケ (11) 〆〆 6 

L一一

注 1)発芽量区分全本数発芽なし，土:未発芽培地を含む， + :平均発芽数 1---10個
→←:同 11---20個，件;同20個以上。

2)収穫欄中の( )内数字は未収穫培地を含めた推定値。
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なお，促成物質の他民同一培地l乙ナメコ菌 3品種を対峠倍養した菌床では極めて早い原基形成と

収穫l乙なったが，乙れは各品種が境界を作って住み分けたため培地量は対照区の 3分の l程度比減

少した形となり同一培養でもより熟成が進んで早まったものと考えられた。

2回目の試験では，多少効果のみられた塩化カルシウムの他にナメコ子実体抽出液，土撞抽出液

について検討した。試験の内容は l回目の試験と同様に行ったが，乙の結果は表一10のとおりであ

る。

乙れでは無処理一無かき有区i乙対して，殺菌7.1<.塩化カルシウム，土壊抽出液に漫漬したもので

原基形成が早まっていた。乙れら効果のみられたものについて平均値の差の検定ぞ行ったと乙ろ，

殺菌水，塩化カルシウム O.1 %. O. 5 % .土壌抽出液 1kg/ Iでは 5%水準て'有意の差が認められ

た。しかし今回は殺菌水のみでも効果があったということで，塩化カルシウムや土壌抽出液が原基

形成促進物質といえるのか否かは判断できなかった。

(2)ーイ-(イ) 原基形成時における温度，照度の影響 実態調査において発生時の温度，照度の調

節内容に聞きがみられたため効率的な条件を把握すべく 2固にわたって試験した。

供試菌は l回自に極早生 l品種. 2回目は極早生 2品種，中生 2品種，晩生 2品種の計 7品種で

ある。培地はブナオカ'クズにコメヌカを容積比で10:1配合し，含水率は69-70%とした。容器は

300 mlの三角フラスコでアルミはく 2重栓とし，培地 100gを 150ml程度比圧縮して詰めた。殺菌

は 120.Cで40分間行った。培養は明培養ぞ基調とし20.Cで73-----76日間行った。

発生処理は種菌部をかきとり，栓を軽くのせておいた。発生時の温度は自然、光の入る恒温器で l

回目 4-18.C.2回目 5-17"Cを 6段階の定温に調節したが回目の15.Cと2回目の14"Cは栽培

用の空調室を利用した。また 2回目では室温の変温条件のものも一区設けた。

照度は15.Cの空調室内で植物育成灯を24時間連続照射し，光源からの距離と遮光膜を利用して l

回目 0-188ル y クス. 2回目 0-169ルックスを 8段階に調節した。なお回目では培養中に

表-10 原基形成促進物質の検討(2)

p.1型E処fIl1 l京: J;~形成 収 慢
区 ~r 備 考

日 数 本敬 ミjl.句 ifr~ 口敏 発~:氏 平均ifr1!!日数

対 無処周"蘭かき何 76 5 16.8 村| 24.4 (供試ナメコ品目床)

必， .簡かき無 " 4 18.5 + 25. 0 表-91C.同じ。但し含Jt<

P'{l 殺雨水.菌かき有 " 5 14.0 ※ Ht a.4 率は69%。

庖化カルシウム 0.05% " 4 14.5 トト 21. 5 (供試物資の処JlP:) 

" 0.1 4也 " 4 14.0※ +t 21. 0 島化カル:/ウム，ナメコ

IJt 〆〆 O. !) n〆o '〆 4 14.0※ tt十 20.0 実体抽出殺は五三一 91C.同

H 1.0 % " 4 15.0 十tt 23.5 じ。
試
ナメコ子実体抽出厳 1% H 4 17.0 村1 25.8 土Ji'i抽出液は土暖 1;'9を

" 3丹色 " 4 20.8 + 27.3 水1eで 120-C. 1時間
物

" 5% ，〆 4 18.0 村1 24.5 他出したるの。

質 土寝抽出疲 l ;'9/ e " 5 140 ※ i村 21.2 

" 0.5;.g / e " 5 14.4 十件 2¥. 6 

必， 0.1 *-9/ e " 5 14.4 十tt 2¥. 6 

注 1) ~~~医分表- 91ζ同じ。
2 )※印，熊処煙硝かき有区IC.対し 5%水母て'有意の差あり。
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ナメコ発生処理時における温度，照度の調節実験結果

X 
2 

I~'~ f.fi I ti 13 勾 品 隙 明治 NG 3 何村食刷IKN 11 刈村食illK N 44 jtωI N 455 1I農晩生

.孟ポ翌日問形発刊収健所 お択ド叫形例収倍l列傾注形制11¥収健所原1点形跡!11収健所側形問問川形問状健所
成EI散 漫日数 成日敬 寝B敬成日数 袋日数成日放 鋭日数成目敏! 安EI数匁!II数 .~日数

d .C定 温 日 日 5"(定a 47.7 十十十 64.0 35.3 村} 56.3 43. 7 + 60.0 60. 0 H 69.0 57.7 +ー 69.0 
砲 8 11 20.0 tt十 31. 4 8 11 33.0 tt十 45. 0 27. 7 付十 48.0 44.0 + 69.0 36. 7 ~I 66.5 43.0 + 580 
10 11 18.0 ttt 29.0 10 11 23. 0 村+ 33.0 22.0 1付 34.3 32.3 1+ 52.3 29.3 111 47.3 39. 0 Hf 59.1 
12 11 12.0 tt十 20.0 12 11 18. 0 tt 28.0 18.3 +十 30.3 24.0 村| 54.6 31. 0 tt 44. 0 32.3 +十 52.0 
15 11 12.0 +十+ 20. 0 14 " 23.0 ttt 33.0 25.0 ttt 41. 5 28.5 ttt 51. 0 35. 5 + 46. 5 57.0 + 64.0 

度 18 11 12.0 ttt 24.0 J7 11 24.0 tt 33.0 15.0 ++ 26.0 23.0 +十十 29. 3 村 25. 7 111 

ー示与r 39.0 ttt 51. 0 32.0 +十十 46.0 42. 0 + 59.0 55.0 + 59.0 50. 5 +十 57.5 

lux 明暗養 18.7 + 25.0 1691 u x 17.0 十tt 24.5 ++ 32.0 64.0 39.0 23.0 + 69. 0 + 46.0 
1IB 階 H 20. 7 + 2& 3 
11 明 16.0 + 25.0 85 11 18.0 桝 28. 0 30.0 57.0 59. 0 + 85 20. 5 + + 64.0 64.0 590 +ー 69.0 
階 20. 0 + 27.0 

11 明 11.3 + 25.0 42 11 20. 0 +十十 28.0 4.5 24.5 ++ 32.0 48.5 村 61. 5 59.5 + 66.5 59 0 + 69 0 
P，.:4 暗 21. 3 ++ 29. 7 

11 l狗 14. 7 + 22. 7 
13 " 18.0 28.0 34.0 1.4 tt 26. 0 +十 29.0 tt 51. 0 510 + 61. 5 ら7.0 + 69.0 

暗 15.3 + 23. 7 
11 明 14.0 廿 20. 7 2 11 21. 5 tt 30. 0 28.0 26. 0 1+ 1~4 19.0 ++ 46.0 40.5 + 57.5 55.5 + 69. 0 
日高 14.7 + 21.3 

度 11 B月 14.0 ++ 20.0 0 .2~0.4 11 24. 0 + 31.0 24.0 18.5 +十+ 24. 5 + 0. 2~0.4 暗 15.5 + 55.0 39.0 260 +t 51. 0 14.0 ++ 20.0 
11 明 19.3 + 31. 1 0.01 11 35.5 40.5 48.5 18.0 H十0.01 + 42.0 ++ 59.0 24.5 + 55.0 29. 0 141 64.0 
崎 18.7 + 31. 0 

11 明。 o 11 お.0 十41 39.0 13.5 州 59. 0 39.0 + 590 61. 5 690 
暗

筒
培養日敏 20"Cで73~76日間 情愛日数 2O"Cで73日間

発生調査 <13日間 発生調査 69日間
iJ.!! 

供認*敬沼I[~を 5 本.照度各 3 本 供2式本数 温度各3本.照度各2本

表-11

にD
ιy、

制:同21倒以上+十 : 同1I ~20倒+:i/l.均免!f敬 1~IO倒一:全本数発!fはしm 発!f-級I~分
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表-12 原基形成から収穫までの所要日数(平均値)

区 2 

分------森 13 ------NG 3 KNll K N 44 N 455 日農暁生 、lL 匂4・C定温 5"(定出 16.3 21.0 16.3 9.0 11. 3 14.8 

担 8 1/ 11. 4 8 1/ 12.0 20. 3 25.0 29.8 15.0 20.4 

10 κ， 11. 0 10 1/ 10.0 12.3 20.0 18. 0 20. 7 16.2 

12 1/ 8.0 12 '〆 10.0 12. 0 20. 6 13.0 19.7 15.1 

度 15 1/ 8.0 14 ，〆 10.0 16.5 22.5 11. 0 7.0 13.4 

HS ，〆 12.0 17 1/ 日.υ 11.0 一 10.0 

O 1 u x O lux 16.0 45 5 20.0 7.5 22.3 

0.01 1/ 12.4 0.01 1/ 5.0 6. 5 4 ¥. 0 20.5 35.0 21. 6 

日召 0.2---0.4 1/ 6. 0 0.2---0.4 1/ 7.0 8.5 36.5 14.5 25.0 18.3 

1---4 1/ 6. 7 2 1/ 8. 5 9.0 20. 0 17.0 13. 5 13.6 

14 1/ 8.0 13 1/ 10.0 8.0 22.0 14.5 12.0 13.3 

度 45 〆， 7. 1 42 1/ 8.0 7.5 13.0 7.0 10.0 9.1 

"85 1/ 9.0 85 1/ 10.0 9.5 7.0 5.0 10.0 8.3 

188 // 6.3 169 1/ 7.5 9. 0 5. 0 7.0 7. 1 

表-13 発生処理時の温度，照度条件とナメコ子実体の形状

2 

hh 州~ 13 lJ J161 附 /lJl付iN (; 3 州十IKNIII j凶IN ;l25 I M H KN 44 I JtωI N 455 I 11 r，a ~化

¥前¥¥点a淵iFヘt.鋭的 ι 凶 d比 ι、¥d¥却kのhfH-f比 d比I'ltI d Lt I e比 d比は dIt I e比 dlt I f Lt I d It 

d 1": 5 .'C O. 74 ト76 0.65 1.58 O. 70 1.65 O. 70 1. 6S 

品2 8 " O. 76 2. 16 8 " O. 74 1.80 O. 75 1. 79 0.68 1. 71 0.71 3.41 O. 74 1.50 

10 " 0.81 2.33 10 " O. 76 1. 79 0.72 1. 91 O. 69 l邸 O. 78 1. 32 O. 70 2.03 0.64 1.89 

12 " 
。η 2.05 12 " O. 78 1.99 O. 75 2.20 0.70 lη O. 75 1. 99 0.74 1. 89 

15 " O.ω 1. 93 14 " O. 72 1.90 O. 75 2.06 O. 70 l飴 0.62 2.27 0.69 1. 74 

Ij{ 18 " 0.89 1. 05 17 0.88 0.8.1 0.88 1.11 0.90 1. 12 

7. J 
" O. 78 2. 78 0.71 1. 97 0.58 1. 69 0.72 1. 22 0.69 1.50 

2~16 

1鈎 1u x 0.67 2.51 169 1 u x 0.62 2.45 0.64 2.35 0.59 lω 0.61 2.08 

85 " 0.68 2.27 8S " 0.66 2.02 065 2.04 0.63 2.50 

照 45 11 0.69 1. 93 42 " 0.67 2.02 0.67 204 0.61 2.67 

14 11 0.73 2.27 13 " O. 78 2.15 O. 70 J. 69 0.67 1. 65 0.69 1.66 

1 ~ 4 " 0.71 1. 98 2 0.81 1. 34 o 76 1.91 O. 79 ¥. 46 O. 73 1.35 O. 77 ¥. 44 0.82 ¥. 27 

0.2~0.4 " 0.82 1.98 0. 2~0.4 11 O. 78 2 21 0.81 ¥. 70 O.印 lお 。ω 2.32 0.81 1.70 
居E 0.01 " 0.90 1.13 0.01 089 1.31 0.88 1. 49 0.91 l∞ 090 1. 17 

o " o 0.97 l∞ O. 94 0.83 

鏑
念の痘係事E 長

但し .*の直筏はヴェールが切れる前のもの。調査項目:e比=子実体全長 d比 察のl直径
主E-
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光線をあてた明培養(数ルックス)と遮光した暗培養の培地の比較も行った。

乙れらの試験区分及び結果は表ー11のとおりであるが 2回目の北研中生N32S号については培

養中にすでに発芽していた熔地が多かったためとりまとめから除外した。

原基形成温度については，各品種とも12-17(18).Cが円滑でこれより低温になるにつれて遅れ

る傾向であった。品種的iζは極早生が最も早く，中生，晩生という順で遅れた。

l番収穫に要する日数をみると，原基形成の場合とほぼ同じ傾向が認められたが，原基形成をし

てから収穫までの日数では温度が高くなるにつれて若干早まる状況であった。表-12参照の乙と。

また，品種では極早生の一つが 4.C，中生，晩生が17'Cで子実体が成長しないという個有の特性

を示した。申生，晩生は自然条件下の発生時期が10月以降の低温期となっているが，乙れは低温場

でよく発生するという乙とではなく発生温度域l乙達してから発芽，収穫に時聞を要する結果乙の時

期i乙遅れるものと解された。

変温区では，全体的に温度が低すぎて効果を認めるまでに至らなかった。

照度と原基形成の関係では，各品種とも 0.2-O. 4ルックス程度で効果的に形成されており，品

種的l乙は中生，晩生が照度lζ敏感に反応していたが，極早生ではそれほど響いていなかった。

照度と収穫所要日数の関係でもやはり O.2 -O. 4ルック スで円滑な収穫に達しており，実態調査

の結果も考えあわせると発生時の照度はむやみに明るくする必要はないようである。

照度と原基形成から収穫までの所要日数をみると，明るくなるにつれて早まる傾向がみられたが

ζれは光源近くで温度が約 1.C高くなっていた乙とも響いたようである。

なお，嬉養中i乙光線をあてた階地と遮光した培地では，原基形成は後者で若干遅れる傾向がみら

れた。

(2)ーイー(明 子実体形状に及ぼす温度， 照度の影響 前項の試験において成長した子実体の形状

をみると各条件によって違いが生じていたため， 子実体の全長，茎長，傘の直径，茎の直径を測定

して検討した。乙の結果は表-13のとおりである。

温度条件では， 17及び18.Cで成長した子実体は茎が徒長しでもやし状となり，傘も厚さ，直径と

もに発達しなかった。一般の栽嬉舎でも棚上部の温度の高い部分でこのような子実体が散見された

が，乙れは高温による不整形と確認された。本県の足付出荷規格(付表)から形状を判断すると温

度は10-IS.Cのものが適当と考えられた。

次i乙照度条件では， 0 -0.01ルックスでは茎が徒長しでもやし状になるが，明るくなるにつれて

伸びずにずんぐり型となった。傘の直径も暗い所では発達しないが，明るくなると茎の 2倍以上に

発達した。傘の色は暗い所で談く，明るくなるにつれて濃くなっていた。収穫のしやすさや足付規

格から形状を判断すると 0.2-数ル ック スのものが優れていた。

付表長野県なめ乙の出荷規格6)

等級区分及び選別基準

呼称区分 傘の直径 茎の長さ 選 }JIJ 基 準

A L 2. 2~ 2.8佃 3叩標準 傘の膜切れのないもの

A M 1. 6 ~ 2. 2佃未満 2 "〆
で色沢，形状良好でき
ょう雑物，病虫害のな

A S 1. 0~ 1.6佃未満 2 必'/ いもの

格舛 前各等級』乙次ぐもの
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4. おわりに

栽培環境の厳しくなってきたナメコ栽培において収益性向上のためのポイントとしては，栽培期

間の短縮化，単位当り発生量の増加，害菌ロス率の低減，光熱水道費等諸経費の低減，所要労働量

の省力化，価格l乙合わせた出荷量の調節i等多くの点があげられ，今回の実態調査，開発試験にお

いて乙れら一部の事項について検討を進めてきたが，今後の検討課題として残された問題も多い。

すなわち，培養促進や収量増加についてはオガクズ粒子や栄養材等の培地組成の検討によりある

程度達成されたが，検討した材料がまだ少ないとと，容器の改善を含めた換気の問題が未検討に終

った。効果的な発生条件として，温度，照度の一部の条件について把握できたが，変温条件や光線

の最低必要照射量などについては検討できなかった。原基形成促進に結びっく化学的な処理法につ

いても十分解明できなかった。栽培における省力化対策として，機械化，分業化が進んでいるが，

乙れらがコスト面に占める割合も十分に把握できなかった。

以上，栽培の効率化にともなう収益性の向上対策については，まfご検討すべき事項が山積してい

るが乙の他民オガクズ栽培によるキノコの品質低下の問題も指摘されており，今後乙の点も含めて

研究を行いたいと考えている。
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